
備 考

医学専攻の専任

教員の一部が、

医科学専攻および

災害・被ばく医療

科学共同専攻を

兼務

(17) (11) (0) (0) (28) (0) (-)

人 人人 人 人 人

18 1 0 0 19

(0)

670

(19) (67)

(0) (-)

(2)

10

8 0 141 0 -

(117)

0 148

(70) (6) (0) (0) (76) (0)

22

76

16

(8)

別記様式第２号（その１の２）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

フ リ ガ ナ フクシマケンリツイカダイガクダイガクイン

大 学 の 名 称 福島県立医科大学大学院　（School of Graduate Education, Fukushima Medical University）

大 学 本 部 の 位 置 　福島県福島市光が丘１番地

計 画 の 区 分 　研究科の設置

フ リ ガ ナ コウリツダイガクホウジンフクシマケンリツイカダイガク

設 置 者 公立大学法人福島県立医科大学

(18) (1) (0) (0)

大 学 の 目 的
学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥を究め、従来の学術水準に新しい知見を加え、文化の
進展に寄与するとともに、医学、看護学及び保健科学に関する研究を遂行する能力や専門性の高い
実践能力を有する研究者及び専門職者を育成することを目的とする。

新設研究科等の目的

新
設
研
究
科
等
の
概
要

新設研究科等の名称 学位 学位の分野

- 32

16 - 32

保健衛生学関係
（リハビリテー
ション関係）

保健衛生学関係
（看護学関係及
びリハビリテー
ション関係を除
く。）

開設時期及
び開設年次

所在地

(基礎となる学
部)
保健科学部

14条特例の実施

年 人 年次
人

人

保健科学研究科
[Graduate School of
Health Sciences]

計 16

保健科学専攻
[Program of Health
Sciences]

2

修士（保健科
学）
[Master of
Health
Sciences]

福島県福島市栄町
10番6号

修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

同一設置者内における
変 更 状 況
（定員の移行，名称の
変 更 等 ）

教育
課程

新設研究科等の名称
開設する授業科目の総数

修了要件単位数
講義 演習 実験・実習 計

保健科学研究科 33 科目 33 科目 0 科目 66 科目 30 単位

該当なし

人 人 人

(17) (11) (0) (0) (28) (0) (114)

計
117 16

(10) (4) (2) (0)

新

設

分

保健科学研究科保健科学専攻(M)

人 人 人 人

計

0

医学研究科医学専攻(D)
70 6 0 0

看護学研究科看護学専攻(D)
0

看護学研究科看護学専攻(M)
11

合　　　　計
134 27 8 0 169

0 231

(0) (169)

職　　　種 専　　属 その他 計

事 務 職 員
人 人 人

(231) (0)

0 -

(134) (27)

図 書 館 職 員
6 0 6

(6) (0) (6)

(231)

技 術 職 員
68 0 68

(68) (0) (68)

そ の 他 の 職 員
12 0 12

(12) (0) (12)

指 導 補 助 者
0 0 0

(0) (0) (0)

計
317 0 317

(317) (0) (317)

保健科学の発展に寄与することができる専門職者を育成するとともに、保健科学の創造と発展に貢
献することを目的とする。

　年　月
第　年次

令和7年4
月
第1年次

5

231

0 0

(11) (5) (6) (0) (22) (0) (0)

(0) (-)

(16) (8) (0) (141)

0 2

(16) (0)

(148)

研　究　科　等　の　名　称

17

助手
専任教員以外の教

員
（ 助 手 を 除 く ）教授 准教授 講師 助教 計

17 11 0 0 28 1140

専任教員

既

設

分

医学研究科医科学専攻(M)

4 2

人

6

医学研究科災害・被ばく医療科学共同専
攻（M)

8 0 0 0 8 0 58

(8) (0) (0) (0) (8) (0) (58)

11 0 0 28 0 -

基本計画書 - 1



開設年度の下
段、( )内は再編
年度

コースにより学
位が異なる

校

地

等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

合 計 456,617.01㎡

校 舎 敷 地 170,943.01㎡ 0㎡ 0㎡ 170,943.01㎡

そ の 他 285,674㎡ 0㎡ 0㎡

計

285,674㎡

72,314㎡ 0㎡ 0㎡ 72,314㎡

（72,314㎡） （　　 　0㎡）

0㎡

福島駅前キャン
パス(保健科学
部)
借用面積
3,000.01㎡
借用期間30年0㎡ 456,617.01㎡

（　　 　0㎡） （72,314㎡）

13室 31室 0室 28室

(7,655〔3,030〕　) (10,178〔8,612〕　)

〔うち外国書〕

（　　0　　）

電子ジャーナル

28

（　　0　　） （　28　）

7,655〔3,030〕　 10,178〔8,612〕　 0

校　　　舎

専　　用

〔うち外国書〕

冊

9,500〔435〕　

講義室等・新設研究科等
の 専 任 教 員 研 究 室

図
書
・
設
備

新設研究科等の名称

保健科学研究科保健
科学専攻修士課程

計
243,500〔 96,885 〕　

(243,500〔 96,885 〕　)

9,500〔435〕　

(9,500〔435〕　)

電子図書

千円 千円 千円

千円

〔うち外国書〕 図書は研究科単
位での特定不能
なため、大学全
体の数

共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

種 〔うち外国書〕 点 点

講義室 実験・実習室 演習室
新設研究科等の
専任教員研究室

図書 学術雑誌 機械・器具

7,655〔3,030〕　 10,178〔8,612〕　 0

28

設備購入費 41,493千円 20,000千円 20,000千円

（　28　）(243,500〔 96,885 〕　)

243,500〔 96,885 〕　

研究科単位での
算出不能なた
め、学部との合
計

教員１人当り研究費等 577千円 577千円 千円 千円 千円

千円 千円

(9,500〔435〕　)

学生１人当り
納付金

第１年次

千円

第３年次 第４年次 第５年次区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

図書購入費 55,087千円 61,636千円 61,636千円

共同研究費等 5,000千円 5,000千円

千円 千円

第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

818千円 536千円 千円 千円 千円

人 倍

福島県福島市光が丘
1番地

160

令和3
年度

4

4

4

4

4

2

4 0.92

336

2

経費の
見積り
及び維
持方法
の概要

経費
の見
積り

既
設
大
学
等
の
状
況

収 容 定 員
充 足 率

開設
年度

3 2 - 6

130 -

年次
人

-

-

平成10
年度

平成20
年度

昭和36
年度
(平成
21年
度)

160

100

160

20

240

1.00

0.65

医学部
医学科

看護学部
看護学科

保健科学部
理学療法学科

作業療法学科

診療放射線科学科

臨床検査学科

大学院
医学研究科医科学専攻
(M)

6

学士（作業療法学）

学士（診療放射線
科学）

学士（臨床検査学）

修士（医科学）

博士（医学）

20

30

10

15

20 -

-

-

福島県福島市光が丘
1番地

大学院
看護学研究科看護学専
攻(D)

-

大学院
医学研究科医科学専攻
(D)

大学院
医学研究科
災害・被ばく医療科学
共同専攻(M)

修士（医科学）
修士（看護学）

平成28
年度

大学院
看護学研究科看護学専
攻(M)

0.75
令和4
年度

0.90

修士（看護学）
平成14
年度

-

-

-

別科
助産学専攻

1 20 - 1.00
令和5
年度

博士（看護学）

2

84

40

40

25

40

10

60

0.66

1.00

1.00

0.97

1.00

-

780

大 学 等 の 名 称 　福島県立医科大学

年 人

学生納付金以外の維持方法の概要 　運営費交付金、雑収入等

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

1.03
昭和27
年度

学士（医学）

学士（看護学）

学士（理学療法学）

標本

(7,655〔3,030〕　) (10,178〔8,612〕　)

所　在　地

福島県福島市栄町10
番6号

基本計画書 - 2



附属施設の概要

名　　称：福島県立医科大学附属病院
目　　的：学位分野の研究・実習
所 在 地：福島県福島市光が丘１番地
設置年月：昭和62年6月（移転整備、現きぼう棟）

　　平成28年10月「みらい棟」新築
規 模 等：【きぼう棟】

土地16,648㎡（建築面積）、建物69,159㎡、11階建
　　【みらい棟】

　土地5,759㎡（建築面積）、建物23,950㎡、8階建
 きぼう棟・みらい棟　計39科、778床

名　　称：福島県立医科大学附属医療研修センター
目　　的：学位分野の研究
所 在 地：福島県光が丘1番地
設置年月：昭和63年3月
規 模 等：土地3,047㎡、建物2,639㎡、4階建

名　　称：福島県立医科大学医学部附属生体情報伝達研究所
・放射性同位元素研究施設・実験動物研究施設

目　　的：学位分野の研究
所 在 地：福島県福島市光が丘１番地
設置年月：平成6年4月（再編整備）
規 模 等：土地4,839㎡（建築面積）、建物7,668㎡、5階建

名　　称：福島県立医科大学会津医療センター
目　　的：地域医療の診療、研究、教育
所 在 地：福島県会津若松市河東町谷沢字前田２１番地２
設置年月：平成25年5月
規 模 等：土地50,927.92㎡、建物23,528.93㎡、6階建

名　　称：福島県立医科大学医学部附属実験動物研究施設
目　　的：学位分野の研究
所 在 地：福島県光が丘1番地
設置年月：令和2年7月
規 模 等：建築面積434㎡、延べ床面積1,721㎡、4階建

基本計画書 - 3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

1後 2 ○ 4 1 9 オムニバス

1前 2 ○ 2 オムニバス

保健科学研究方法論 1前 2 ○ 4 5 オムニバス

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

医療統計学 1前 2 ○ 1

データサイエンス（画像系） 1後 2 ○ 1 3 オムニバス

データサイエンス（オミクス解析） 1後 2 ○ 3
オムニバス・共同
（一部）

－ - 6 10 0 8 1 24

身体障害とリハビリテーション 1前 2 ○ 1 1 7 オムニバス

精神障害とリハビリテーション 1前 2 ○ 1 3 オムニバス

老年期障害とリハビリテーション 1前 2 ○ 1 4
オムニバス・共同
（一部）

発達障害とリハビリテーション 1前 2 ○ 1 1 1 オムニバス

1前 2 ○ 1 8 オムニバス

分子情報解析学 1前 2 ○ 1 6 オムニバス

放射線計測と防護 1前 2 ○ 1 9 オムニバス

放射線病態影響学 1前 2 ○ 1 3 オムニバス

臨床検査学最新技術論 1前 2 ○ 1 2 10 オムニバス

生物分子の分析と探求 1前 2 ○ 1 14 オムニバス

－ - 0 20 0 7 7 65

1前 2 ○ 1 3 共同

1後 2 ○ 1 3 共同

2前 2 ○ 1 3 共同

神経・小児障害学特論 1前 2 ○ 2 1
オムニバス、共同
（一部）

神経・小児障害学演習Ⅰ 1後 2 ○ 2 1
オムニバス、共同
（一部）

神経・小児障害学演習Ⅱ 2前 2 ○ 2 1
オムニバス、共同
（一部）

内部障害学特論 1前 2 ○ 1 2
オムニバス、共同
（一部）

内部障害学演習Ⅰ 1後 2 ○ 1 2
オムニバス、共同
（一部）

内部障害学演習Ⅱ 2前 2 ○ 1 2
オムニバス、共同
（一部）

地域・予防学特論 1前 2 ○ 2 3 2 オムニバス

地域・予防学演習Ⅰ 1後 2 ○ 1 1 2 共同

地域・予防学演習Ⅱ 2前 2 ○ 1 1 2 共同

－ - 0 24 0 3 3 7

1前 2 ○ 4 2 オムニバス

1後 2 ○ 2 1 共同

2前 2 ○ 2 1 共同

活動・参加作業療法学演習Ⅰ 1後 2 ○ 2 1 共同

活動・参加作業療法学演習Ⅱ 2前 2 ○ 2 1 共同

－ - 0 10 0 4 2

心身機能作業療法学演習Ⅱ

運動器障害学特論

－

生活機能障害作業療法学特論

心身機能作業療法学演習Ⅰ

小計（5科目） －

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（保健科学研究科保健科学専攻）

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

共
通
科
目

科
目
区
分

専
門
基
礎
科
目

理
学
療
法
学
領
域
科
目

作
業
療
法
学
領
域
科
目

－

－

保健科学教育論Ⅱ

保健科学教育論Ⅰ

医療・研究倫理学

生体画像情報学

小計（10科目）

運動器障害学演習Ⅰ

運動器障害学演習Ⅱ

小計（12科目）

先端医療と多職種連携

小計（8科目）

基本計画書 - 4



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助
手
を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

科
目
区
分

1前 2 ○ 1 1 オムニバス

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1 1 オムニバス

1前 2 ○ 1 10 オムニバス

1後 2 ○ 1 1 2 共同

2前 2 ○ 1 1 2 共同

核医科学特論 1前 2 ○ 2 11 オムニバス

核医科学演習Ⅰ 1後 2 ○ 2 1 共同

核医科学演習Ⅱ 2前 2 ○ 2 1 共同

放射線治療科学特論 1前 2 ○ 1 1 9 オムニバス

放射線治療科学演習Ⅰ 1後 2 ○ 1 1 1 オムニバス

放射線治療科学演習Ⅱ 2前 2 ○ 1 1 1 オムニバス

医学物理特論 1前 2 ○ 3 1 10 オムニバス

医学物理演習Ⅰ 1後 2 ○ 3 1 1 オムニバス

医学物理演習Ⅱ 2前 2 ○ 3 1 1 オムニバス

－ - 0 30 0 5 3 34

1前 2 ○ 1 1 1 オムニバス

1後 2 ○ 1 1 1 共同

2前 2 ○ 1 1 1 共同

臨床微生物学特論 1前 2 ○ 1 1 オムニバス

臨床微生物学演習Ⅰ 1後 2 ○ 1 1 共同

臨床微生物学演習Ⅱ 2前 2 ○ 1 1 共同

臨床生理検査学特論 1前 2 ○ 1 2 オムニバス

臨床生理検査学演習Ⅰ 1後 2 ○ 1 2 共同

臨床生理検査学演習Ⅱ 2前 2 ○ 1 2 共同

臨床血液学特論 1前 2 ○ 1 2 オムニバス

臨床血液学演習Ⅰ 1後 2 ○ 1 2
オムニバス、共同
（一部）

臨床血液学演習Ⅱ 2前 2 ○ 1 2
オムニバス、共同
（一部）

疾患生化学特論 1前 2 ○ 1 2 1 オムニバス

疾患生化学演習Ⅰ 1後 2 ○ 1 2 1 共同

疾患生化学演習Ⅱ 2前 2 ○ 1 2 1 共同

－ - 0 30 0 5 3 7

1後～2通 10 ○ 17 11

－ - 10 0 0 17 11

－ - 16 124 0 17 11 114

＜履修方法＞

・共通科目は、必修科目6単位を含む10単位以上を修得すること

・専門基礎科目は、4単位以上を修得すること

・特別研究は、10単位を修得すること

必要な研究指導を受けた上で修士論文の審査及び試験に合格すること。

・各自の専門領域に応じて「理学療法学領域科目」「作業療法学領域科目」
「診療放射線科学領域科目」「臨床検査学領域科目」の４領域から１領域を
選択し、同一分野の特論と演習を含む6単位以上を修得すること １時限の授業の標準時間 90分

１学年の学期区分

１学期の授業期間

2学期

15週

修士課程に２年以上在学し、所定の授業科目について30単位以上を修得し、

診
療
放
射
線
科
学
領
域
科
目

臨
床
検
査
学
領
域
科
目

特別
研究

医用画像情報工学演習Ⅰ

医用画像科学演習Ⅰ

臨床病理学演習Ⅰ

臨床病理学特論

卒 業 ・ 修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

＜修了要件＞

小計（15科目） －

医用画像情報工学演習Ⅱ

医用画像科学特論

医用画像科学演習Ⅱ

医用画像情報工学特論

学位又は称号 修士（保健科学） 学位又は学科の分野
保健衛生学関係（リハビリテーション関係）、保健衛生学
関係（看護学関係及びリハビリテーション関係を除く。）

臨床病理学演習Ⅱ

小計（15科目） －

特別研究

－

合計（66科目） －

小計（1科目）
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授業科目の名称
主要授業

科目
講義等の内容 備考

医療・研究倫理学 　研究者一人一人は科学の健全な発展のためにも高い倫理観を持って新たな知
の創造や社会に還元できる発明に取り組むことが求められている。そして、社
会の信頼を維持しつつも、普遍的な知識の蓄積は社会貢献に繋がることを理解
した上で、正当な手段と方法によって研究を進めていく必要がある。
　本科目では、社会からの信頼を維持した上で医学・医療に関わる研究を行う
にあたり、研究参加者を保護する重要性の認識、医療倫理的な問題や研究全般
に関する不正行為について歴史的背景から理解を深め、研究倫理に関する国際
的なガイドラインを学ぶことで、大学院での科学研究行動規範を学ぶ。

（オムニバス方式/全15回）

（31 小早川雅男/10回）
　医学系研究の歴史と研究倫理、人を対象とする生命・医学系研究に関する倫
理指針、研究デザインと統計解析、研究における科学性と研究計画書の作成、
研究の信頼性の確保、同意の手続きと個人情報保護法、PMDAにおける医薬品及
び医療機器の承認審査と安全対策と被害救済、治験とICH-GCP・CRCの役割、臨
床研究法と再生医療等法、模擬倫理審査（グループワーク）

（32 本多創史/5回）
　医療倫理・生命倫理の基本概念、安楽死とパーソン論、中絶とパーソン論、
近代の優生思想、医療倫理・生命倫理のまとめ

オムニバス方式

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（保健科学研究科保健科学専攻）

科目
区分

先端医療と多職種連携共通科目 　本科目では、リハビリテーション、診療放射線科学、臨床検査、看護学等の
保健医療分野に関わる専門家が、研究の視点から先端医療の進展にどのように
関与し、それを推進していくかを学ぶ。科学的探求と臨床研究を通じて、これ
らの領域での新しい技術や治療法の開発と評価に焦点を当てる。専門家がどの
ように独自の研究を通じて知識を深め、多職種のチームでの協力を通じて革新
的なアプローチを推進し、患者の治療結果と医療の質を向上させるかを探求す
る。

（オムニバス方式/全15回）

（② 三輪建太/1回）
　先端医療と多職種連携のオリエンテーション、核医学領域の最新動向

（10 久保均/1回）画像診断の最新動向

（8 加藤貴弘/1回）放射線治療の最新動向

（57 須賀淳子/1回）ゲノム医療の最新動向

（58 藤野高志/1回）生殖医療の最新動向

（30 川勝忍/1回）認知症研究の最新動向

（51 川崎伊織/1回）作業療法におけるICTの活用

（50 浅尾章彦/1回）生体工学と作業療法

（19 阿部浩明/1回）
　脳卒中患者のリハビリテーションにおける多職種アプローチ

（46 中野渡達哉/1回）
　運動器疾患患者のリハビリテーションにおける多職種アプローチ

（54 山品博子/2回）
　学際・国際共同研究の設計、Global Healthにおける産官学民連携

（59 野々垣晶代/1回）実例に学ぶGlobal Health課題に対する学祭研究

（29 関亦明子/1回）看護研究の最新動向と多職種連携

（① 矢吹省司/1回）福島県の医療環境及び臨床現場と臨床研究における多職種
連携

オムニバス方式
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授業科目の名称
主要授業

科目
講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（保健科学研究科保健科学専攻）

科目
区分

保健科学教育論Ⅰ 　本科目では、教育学を学んでいない理学療法士・作業療法士等が将来教育を
担う立場になるにあたって、教育者としての資質・能力を高めることを目的と
している。具体的に、本科目では「医療従事者に関わる教育理論と実践」とい
うテーマのもと、教育学・教育心理学・教育方法学の基礎理論について学修を
深める。また、教育の基礎理論を応用して、教育活動の模擬実践を行う。

保健科学教育論Ⅱ 　本科目では、教育学を学んでいない理学療法士・作業療法士等が将来教育を
担う立場になるにあたって、教育者としての資質・能力を高めることを目的と
している。具体的に、本科目では「人間の発達と教育・支援」というテーマの
もと、人間の発達に対する理解を深めるとともに、胎児期から老年期に至るま
での人間の発達に即した教育や支援の在り方について考察を深める。

医療統計学 　医療分野において、研究データの収集、分析、解釈は極めて重要である。本
科目では、実際に調査、実験を計画し収集したデータを解析する上で必要な統
計学的な考え方と統計手法の適用、解釈上の留意点について実例を用いて解説
する。各回２～３編の論文事例を使い、臨床試験や観察研究におけるデータの
基本的な統計的手法を理解し、実際の研究データの分析技術を習得する。

データサイエンス（画像系） 　本科目では、データサイエンスの核心である「確率・統計学」と「機械学
習」を深く体系的に学び、それらを医用画像データへどのように活用している
かを学ぶ。具体的には、データサイエンスの社会的背景と概要、確率と統計解
析、情報と医療データの倫理、科学計算、データ加工処理、機械学習、そして
深層学習（ディープラーニング）について学習する。この科目を修了すること
で、医用画像データへのデータサイエンスの適用に必要な基礎知識を身につ
け、その考え方、活用方法、各種技術を理解することができる。
　
（オムニバス方式/全15回）

（9 高橋規之/6回）
　総論、データサイエンス概論、科学計算の基礎、情報と医療データの倫理

（62 松山江里/2回）確率の基礎、統計の基礎

（63 近藤世範/4回）機械学習、深層学習

（64 渡部晴之/3回）データ加工処理・データの可視化

オムニバス方式

保健科学研究方法論 　研究とは未知の現象を明らかにし、論文として報告するものである。本科目
では、基礎研究と臨床研究のそれぞれに関して疫学研究、症例研究、臨床研
究、バイオマーカー開発などの基礎研究など実際に取り組んでいる多分野にわ
たる研究課題を紹介し、概説することで、研究に必要な基礎理論と方法論の知
識を習得し、大学院での研究の立案や進め方の土台とする。また、特に医療・
医学に関する研究は社会への還元を視野に入れることが多いことから、知的財
産、知的財産権の基礎知識、秘密保持契約書や共同研究契約書などの契約書の
基礎を習得してもらう。また、研究課題を設定した上で研究成果の実用化のた
めには何が必要かを考察してもらう。

（オムニバス方式/全15回）

（16 北爪しのぶ/3回）
　論文とは：基本構成と検索の仕方、基礎研究、産学連携研究

（132 佐藤聡見/１回）疑問の構造化

（3 森下慎一郎/2回）
　オリエンテーション、研究事始め（リサーチマインドをもった臨床家になる
ために）、疑問のモデル化、測定デザイン（変数、アウトカム指標）

（53 大葉隆/１回） KHコーダーを用いたテキストマイニング

（11 長谷川功紀/１回） 研究課題の探索

（51 川﨑伊織/2回） 観察研究、症例・事例研究

（49 川又寛徳/１回））質的研究

（② 三輪建太/１回）英語論文執筆に向けて

（60 前田かおり/3回）
　知的財産、知的財産権の基礎（特許出願と論文発表等を含む）、契約書の基
礎（秘密保持契約書、共同研究契約書）、研究成果の実用化のために必要なこ
と

オムニバス方式
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授業科目の名称
主要授業

科目
講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（保健科学研究科保健科学専攻）

科目
区分

データサイエンス（オミクス
解析）

　近年の急激な技術発展により、次世代シーケンサーをはじめとしたオミクス
解析は、研究や創薬の現場に欠かせない技術となっている。これに伴い様々な
ウェブツールなども普及し、オミクス解析は既に一部の専門家のみならず、初
学者でも実施が可能なものとなっている。一方でこのような大規模データを有
効に活用する為には、解析方法や統計分析の基本的な考え方を理解することが
必須となる。
　本科目では実データを用いた解析演習を通じてオミクス解析の基本的な考え
方や技術を習得するとともに、医療・創薬研究において研究計画をデザインす
る能力を身に着けることを目的とする。

（オムニバス方式/全15回）

（67 川田健太郎/13回）
　データ解析基礎：オミクス解析概論および統計解析基礎、NGS解析概論①：
NGSを用いた発現変動遺伝子の同定、NGS解析概論②：NGSを用いたゲノム変異お
よびメチル化解析、プロテオミクス解析概論：質量分析法を用いた発現変動タ
ンパク質の同定、マルチオミクス解析概論：複数データの統合による多階層オ
ミクス解析、システム生物学概論：大規模データと数理解析の統合による生体
システムの理解、データサイエンス総合討論：実データを用いた解析パイプラ
インの検討

（65 今井賢一郎・66 鍵和田晴美/2回）（共同）
　臨床オミクス解析：臨床で用いる低分子アレイ解析およびインシリコ創薬

オムニバス方式、共
同（一部）

　本科目では身体障害に対するリハビリテーションを科学的に行うための手法
について理解する。リハビリテーションでよく遭遇する疾患に対する信頼性や
妥当な評価方法を学修するとともに、最新の知見を含んだ講義を行う。国内外
文献の抄読・まとめを通して、最新の身体障害に対するリハビリテーションの
世界的な動向を把握し、評価・治療技術発展のための基盤を形成できるように
教授する。

（オムニバス方式/全15回）

（3 森下慎一郎/3回）
　身体障害のリハビリテーションの変遷およびチームアプローチ、科学的評価
および生体内反応、呼吸器障害のリハビリテーション（評価方法・治療方法・
臨床的疑問・今後の課題）

（47 遠藤康裕/1回）
　スポーツ障害のリハビリテーション（評価方法・治療方法・臨床的疑問・今
後の課題）

（46 中野渡達哉/1回）
　骨関節障害のリハビリテーション（評価方法・治療方法・臨床的疑問・今後
の課題）

（131 小俣純一/1回）
　脊椎障害のリハビリテーション（評価方法・治療方法・臨床的疑問・今後の
課題）

（19 阿部浩明/1回）
　中枢神経障害のリハビリテーション（評価方法・治療方法・臨床的疑問・今
後の課題）

（129 星真行/1回）
　神経筋障害のリハビリテーション（評価方法・治療方法・臨床的疑問・今後
の課題）

（132 佐藤聡見/1回）
　循環器障害のリハビリテーション（評価方法・治療方法・臨床的疑問・今後
の課題）

（130 岡崎可奈子/1回）
　代謝障害のリハビリテーション（評価方法・治療方法・臨床的疑問・今後の
課題）

（50 浅尾章彦/5回）中枢神経障害による上肢の機能低下、末梢神経障害による
上肢の機能低下、認知機能障害、高次脳機能障害のリハビリテーション（評価
方法・治療方法・臨床的疑問・今後の課題）、身体障害による生活行為の低下
に対する支援機器の評価方法・支援方法

オムニバス方式身体障害とリハビリテーショ
ン

専門基礎
科目
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授業科目の名称
主要授業

科目
講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（保健科学研究科保健科学専攻）

科目
区分

精神障害とリハビリテーショ
ン

　本科目は、精神障害を生物学的、心理社会学的側面から捉え、リハビリテー
ション専門職としての臨床実践や研究計画立案のために必要な精神医学とその
関連領域における最新の知見を学ぶ。内容としては診断類型、薬物療法の概要
を理解した上で、統合失調症、うつ病、依存症、認知症や摂食障害など児童思
春期に多い精神疾患における作業療法を中心とした精神科リハビリテーション
について症例・事例研究も加え理解を深める。さらに、最近注目されてきた地
域や司法領域における作業療法研究の基礎を習得する。

（オムニバス方式/全15回）

（5 林博史/5回）
　精神医学研究総論、精神科診断学、精神科治療学（精神療法・薬物療法）、
精神障害のリハビリテーション介入、症例・事例研究Ⅰ（うつ病）

（48 石川陽子/6回）
　統合失調症のリハビリテーション、うつ病のリハビリテーション、依存症の
リハビリテーション、地域におけるリハビリテーション、司法におけるリハビ
リテーション、症例・事例研究Ⅱ（統合失調症）

（51 川﨑伊織/2回）
　認知症のリハビリテーション、症例・事例研究Ⅲ（認知症）

（68 高橋雄一/2回）
　摂食障害など児童思春期精神障害のリハビリテーション、症例・事例研究Ⅳ
（摂食障害）

オムニバス方式

老年期障害とリハビリテー
ション

　日本における人口構造・疾病構造の変化や加齢に伴う高齢者の特徴を理解
し、現代のリハビリテーションの在り方について身体・精神・社会的な側面よ
り教授する。国内外文献の抄読・まとめを通して、老年期にある人に対するリ
ハビリテーションの世界的な動向を把握し、評価・介入技術発展のための基盤
を形成できるように教授する。

（オムニバス方式/全15回）

（2 柴喜崇/3回）
　老年期障害におけるリハビリテーションの在り方、生活習慣病と老年症候群
の差異、総合討論

（69 大渕修一/2回）
　日本における予防活動の変遷、実証研究を基盤とした介入効果及び社会実装

（70 上出直人/2回）
　地域在住高齢者に対するリハビリテーションの在り方

（41 森山信彰/2回）
　災害弱者に対するリハビリテーションの在り方

（49 川又博徳/4回）
　人間作業モデル（Model of Human Occupation）に基づく老年期障害の評価と
支援、作業的構成（Occipational Jastice）と高齢者の参加支援

（2 柴喜崇・49 川又博徳/2回）（共同）
　老年症候群に対するスクリーニング及び予防介入

オムニバス方式・共
同（一部）

発達障害とリハビリテーショ
ン

　発達障害児（者）は、各疾患によって障害特性が異なり、ライフステージに
よって発達課題が変化するため、個別的な治療・支援が必要とされる。本科目
では各疾患の疫学や障害の特性を理解した上で、リハビリテーションの専門職
である理学療法士・作業療法士・言語聴覚士を中心に、エビデンスに基づいた
介入方法、臨床実践で活用されている理論や支援技術について学ぶ。

（オムニバス方式/全15回）

（6 倉澤茂樹/7回）
　発達障害児（者）を取り巻く現状と課題、神経発達症（障害特性）、神経発
達症（治療・支援）、小児期に発症する精神疾患、作業療法士が担うべき役割
（ICF）、作業療法士が担うべき役割（ライフステージ）、チーム・アプローチ

（20 楠本泰士/6回）
　未熟児などの新生児疾患、先天性の筋・骨・関節疾患、先天性の中枢神経系
疾患、重度心身障害、理学療法士が担うべき役割（ICF）、理学療法士が担うべ
き役割（ライフステージ）

（71 柳沼里英/2回）
　言語聴覚士が担うべき役割（ICF）、言語聴覚士が担うべき役割（ライフス
テージ）

オムニバス方式
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授業科目の名称
主要授業

科目
講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（保健科学研究科保健科学専攻）

科目
区分

生体画像情報学 　近年の医療画像機器の目まぐるしい発展により画像生成技術は複雑化してき
ている。医療画像の研究を始める際にその基本原理を学ぶことと各医療機器の
発展の歴史と現在の臨床応用を学ぶことは研究の種を生み出す上で重要なこと
である。本科目では、医療画像として主にX線画像、MRI、CTの開発から現在ま
での臨床応用と基本原理を学び、各領域の専門家が画像生成技術、画像処理技
術、画像評価・解析技術、実験に必要なファントム作成技術や新たな画像化技
術・トレンドまでを包括的に教授する。

（オムニバス方式/全15回）

（24 五月女康作/3回）実験に必要なファントム作成技術

（74 町田好男/2回）磁気共鳴画像の歴史と発展、最新技術の基本原理

（75 杉森博行/1回）AIによるノイズ低減処理

（76 田中利恵/2回）X線動態撮影の開発プロセスと基本原理

（77 山崎誘三/2回）X線動態撮影の臨床応用

（72 瓜倉厚志/1回）CTの歴史と発展、最新技術の基本原理

（73 茅野伸吾/1回）最新技術の臨床応用と研究シーズ

（134 田代雅実/1回）CTの最新技術と臨床応用

（54 山品博子/2回）様々な画像評価方法

オムニバス方式

分子情報解析学 　本科目では、生体は様々な分子により恒常性が制御され、それが破綻するこ
とで疾患になること、またその変化を捉える方法を学ぶ。そして変化を捉える
ことが疾患の診断、治療へつながることを理解するのが目的となる。具体的に
は、変化する指標として組織中の受容体やリガンド分子などの生体内情報伝達
を司る分子群の変化を捉える方法を教授する。その変化を捉えるための放射性
薬剤開発、検出器開発、臨床試験へ向けた品質管理法などを汎用されている方
法から最新の知見までを教授する。

（オムニバス方式/全15回）

（11 長谷川功紀/3回）
　疾患による標的受容体発現変化とその評価法、標的受容体に対するプローブ
開発、標的発現量評価による薬剤の安全性評価

（78 木村寛之/2回）標識薬剤合成法の開発、標識薬剤を用いた前臨床研究

（79 永津弘太郎/2回）イメージング用核種製造、治療用核種製造

（80 武田伸一郎/2回）検出機器開発、検出器を用いたイメージング研究

（33 高橋和弘/2回）C-11、F-18標識薬剤合成、薬剤の臨床応用

（39 鷲山幸信/2回）アルファ線核種の製造、アルファ線核医学治療

（42 西嶋剣一/2回）
　臨床研究に向けた薬剤合成のための環境管理、臨床試験に向けた薬剤の品質
管理

オムニバス方式
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授業科目の名称
主要授業

科目
講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（保健科学研究科保健科学専攻）

科目
区分

放射線計測と防護 　医療に応用されている放射線の計測方法について、汎用的な電離箱検出器か
ら積算型線量計、スペクトロメータを用いた線量評価法、エネルギー評価法を
学ぶ。また、それらの線量計の応用として、乳房撮影装置、血管撮影装置、CT
装置における線量計測法や被ばく評価法を学ぶ。また、線量計測が困難な例と
して、小児領域の線量計測法やモンテカルロ法を用いた解決法についても理解
する。最後に、福島第一原発事故後の環境放射能評価、体外計測法・バイオド
ジメトリーを通して、効果的な放射線防護法を学ぶ。

（オムニバス方式/全15回）

（25 福田篤志/3回）電離箱検出器を用いた線量計測法、スペクトロメータを用
いた線量計測法、透視装置における線量計測法

（81 松原孝祐/2回）積算型線量計を用いた線量計測法、CT検査における線量計
測

（136 原田崇臣/1回）放射化を用いた計測法

（52 広藤(廣藤)喜章/2回）乳房領域における線量計測法、小児領域における線
量計則

（82 竹西亜古/1回）放射線に関わるリスクコミュニケーション

（83 藤淵俊王/1回）モンテカルロ法を用いた線量推定法

（84 保田浩志/1回）宇宙空間、航空機、原子力災害などの様々な環境における
放射線防護

（85 細田正洋/1回）福島第一原発事故後の環境放射線と自然放射線の状況

（86 阿部悠/1回）バイオドジメトリ―

（53 大葉隆/2回）バイオアッセイ、体外計測法

オムニバス方式

放射線病態影響学 　放射線の生体影響についてのメカニズムを習得し、正常組織への影響を下げ
ながら腫瘍への治療効果を上げるために必要な放射線治療技術の開発や、免疫
療法をはじめとした併用療法について学ぶ。

(オムニバス方式/全15回)

(23 佐藤久志/12回)
　放射線治療総論、古典的放射線生物学、分子生物学的放射線生物学、治療機
器の進歩により可能となった治療技術、放射線増感剤の開発、粒子線治療の進
歩、核医学治療の進歩、小児への放射線治療、放射線治療における品質管理、
放射線障害のメカニズム、FLASH治療、総合討論

(35 田巻倫明/1回)小線源治療の進歩

(40 吉本由哉/1回)生物学的放射線影響の解析方法論

(34 鈴木義行/1回)がんに対する免疫放射線治療

オムニバス方式
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授業科目の名称
主要授業

科目
講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（保健科学研究科保健科学専攻）

科目
区分

　画像医学領域におけるイメージング技術の飛躍的進歩、ゲノム解析を中心と
する分子生物学的解析技術の普及と発展、質量分析装置などの先進計測機器の
臨床医学領域への応用など、近年の臨床検査領域における技術向上には目覚ま
しいものがある。一方、これらの検査技術を有効に活用するためには設備
（ハード）の整備のみでは不十分であり、それぞれの技術特性に応じた解析手
法（ソフト）の習得が不可欠である。
　本講義では、最新の検査技術とその解析手法を理解することで、自らの医
学・医療に関する研究計画の立脚に生かすための応用力を習得してもらうこと
を目的としている。

（オムニバス方式/全15回）

（43 小山大輔/1回）白血病の遺伝子診断の基礎と応用

（36 池添隆之/1回）血液凝固異常と臨床病態

（14 宇月美和/1回）最新の遺伝子パネル検査と病理の役割

（26 梅澤敬/1回）婦人科腫瘍性病変における病理学的検査・診断法の最新技術

（87 河原明彦/1回）頭頚部領域における病理診断法の最新技術

（88 八鍬恒芳/1回）超音波検査、血管系検査

（89 柿坂庸介/1回）小児てんかんの脳波

（44 松田希/1回）神経筋疾患における神経電気生理検査

（90 大楠清文/2回）微生物の分類と新種報告、微生物検査領域における最新技
術

（91 西村翔/2回）感染症治療の原則、感染症治療におけるサンフォードの使い
方

（27 鈴木英明/1回）免疫検査領域における最新技術

（92 戸塚実/1回）臨床化学検査の新たな挑戦-定量検査から機能検査へ-

（138 三浦里織/1回）輸血移植検査と細胞療法の最前線

臨床検査学最新技術論 オムニバス方式
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授業科目の名称
主要授業

科目
講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（保健科学研究科保健科学専攻）

科目
区分

運動器障害学特論 　運動器系の病態と機能障害の機序、及び運動器障害の予防・治療のための機
能回復の具体的方策について理解できることを目的として、国内外文献の抄
読・まとめを通して、最新の運動器障害に対する理学療法の世界的な動向を把
握し、評価・治療技術発展のための基盤を形成できるように教授する。

共同

運動器障害学演習Ⅰ 　運動器系の病態と機能障害の機序、及び運動器障害の予防・治療のための機
能回復に関する研究を理解することを目的として、運動器系の病態と機能障害
の機序、及び運動器障害の予防・治療のための機能回復に関して必要な理学療
法学的手技を教授するとともに、それらをリハビリテーション治療に関する研
究にどのように発展させていくかを教授する。

共同

運動器障害学演習Ⅱ 　運動器系の病態と機能障害の機序、及び運動器障害の予防・治療のための機
能回復に関する研究を理解し、実施計画を立案できることを目的として、運動
器系の病態と機能障害の機序、及び運動器障害の予防・治療のための機能回復
に関する研究の方法や解析を理解し、実施計画書を作成する。

共同

理学療法
学領域科
目

　私達の体を構成する生体分子である核酸、タンパク質、複合糖質、脂質の恒
常性の破綻は生活習慣病、がん、神経変性疾患など多岐にわたる疾患の発症、
進行につながり、また感染症はそれぞれ独自の仕組みで生体の分子メカニズム
に働きかけて生体内の恒常性の破綻を導く。
　本科目では、特にメディカルニーズの高い医療研究分野を中心に、疾患発症
に関わる疾患の分子メカニズムを明らかにするための探求を行っている、日本
国内での先駆的かつ多様な研究内容を紹介するとともに、疾患治療薬への開発
の試み、バイオマーカーの探索のための分析技術なども紹介していくことで、
第一線の基礎研究内容について理解を深め、自らの研究計画に生かしてもらう
ことを目的としている。

（オムニバス方式/全15回）

（93 富田泰輔/1回）アルツハイマー病の分子細胞病態解明と創薬研究

（95 笹栗弘貴/1回）神経疾患におけるゲノム編集

（16 北爪しのぶ/1回）アミロイドβの脳内蓄積の分子制御機構

（96 白水美香子/1回）細胞内シグナル伝達の分子メカニズム

（97 川口寧/1回）ウイルスの分子病態制御学

（98 田口友彦/1回） 自然免疫を支える細胞内輸送システム

（99 清宮啓之/1回）がん薬物療法の分子基盤と新たな創薬の可能性
 
（100 芳賀淑美/1回）最先端グライコプロテオミクス技術が切り拓く新たなが
ん研究

（101 安田純/1回）がん医療を支えるゲノム基盤

（56 飯島順子/1回）グリオーママーカーの診断薬開発

（102 佐藤ちひろ/1回） 脳に偏在する酸性多糖ポリシアル酸の構造と機能

（94 鈴木匡/1回）糖タンパク質代謝と疾患

（103 岡谷千晶/1回）糖タンパク質を創薬に活用する：解析技術とその応用例

（104 黒柳秀人/1回）遺伝子発現の転写後制御

（67 川田健太郎/1回）生命情報科学による生体システムの理解

オムニバス方式生物分子の分析と探求
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授業科目の名称
主要授業

科目
講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（保健科学研究科保健科学専攻）

科目
区分

神経・小児障害学特論 　本科目では、神経障害・小児神経障害に関連する病因および病態を学び、疫
学的・社会学的な影響を理解し、病態に応じた治療とリハビリテーションの背
景についての知識を習得し、得た知識を臨床研究に応用できるよう学んでい
く。神経・小児理学療法を実践するための中枢神経疾患の運動・感覚機能の病
態理解や効果判定としての各種検査方法、動作能力を評価するための運動学・
運動力学的分析手法、さらに脳画像所見の活用法や画像解析に基づく情報の臨
床応用、認知機能や高次脳機能を評価するための手法や、発達を評価する手法
など、評価法に関する知識について講義と討議を通して教授する。

（オムニバス方式/全15回）

（19 阿部浩明/5回）
　脳画像所見の見方、認知機能・高次脳機能検査の知識と計測方法、予後予
測・画像解析の手法

（20 楠本泰士・133 高橋恵里/5回）（共同）
　発達検査や日常生活活動の評価、動作筋電図、電気生理学的検査、加速度
計、ICTやデジタルデバイスを活用したリハビリテーション

（19 阿部浩明・20 楠本泰士・133 高橋恵里/5回）（共同）
　神経・小児理学療法の歴史的背景・変遷、治療法、中枢神経疾患の運動・感
覚障害、認知機能障害と高次脳機能障害、装具療法、ロボティクス等の物理的
介入法

オムニバス方式・共
同（一部）

神経・小児障害学演習Ⅰ 　本科目では、神経・小児神経障害に関連した一般的な評価および治療技術の
変遷を学ぶことから始まり、その背景にある病態の解明に向けた脳画像解析、
工学的な解析、疫学的・社会学的調査についての変遷について教授する。神経
理学療法学に基づく治療方法の開発に向けて、中枢神経疾患の効果判定として
の各種評価や治療技術の開発に発展させていくための礎を構築する。特に、ICT
やデジタルデバイスの活用、痙縮治療、非侵襲的な電気刺激法や装具療法を用
いた歩行能力再建技術などの理学療法介入の理論的背景を重点的に解説し、こ
れらの実践的な知識を教授する。

（オムニバス方式/全15回）

（19 阿部浩明/5回）
　脳画像解析・歩行能力再建評価・神経理学療法実践（研究の変遷、解析の実
施、解析結果の討議）

（20 楠本泰士・133 高橋恵里/5回）（共同）
　電気生理学的検査、運動学・運動力学的分析手法、神経理学療法実践（研究
の変遷、解析の実施、解析結果の討議）

（19 阿部浩明・20 楠本泰士・133 高橋恵里/5回）（共同）
　オリエンテーション、装具療法（研究の変遷、評価の実施、解析結果の討
議）、治療プログラムの立案、最適な神経理学療法手法による介入研究立案、
結果の発表

オムニバス方式・共
同（一部）

神経・小児障害学演習Ⅱ 　本科目では、神経・小児神経障害に関連した先端的な評価および治療技術を
実学的に学び、その背景にある病態の解明にむけた脳画像解析、工学的な解
析、疫学的・社会学的調査の最先端について教授する。神経理学療法学に基づ
く治療方法の開発に積極的に取り組み、中枢神経疾患の効果判定としての各種
評価や治療技術の開発に発展させるための実学を習得する。特に、ICTやデジタ
ルデバイスの活用、痙縮治療、非侵襲的な電気刺激法や装具療法を用いた歩行
能力再建技術などの理学療法介入の理論的背景を重点的に解説し、更なる最新
治療法の開発に繋げるための実践的な知識を教授する。

（オムニバス方式/全15回）

（19 阿部浩明/5回）
　脳画像解析・歩行能力再建評価・神経理学療法実践（最先端の知識の学習、
解析の実施、解析結果の討議）

（20 楠本泰士・133 高橋恵里/5回）（共同）
　電気生理学的検査、運動学・運動力学的分析、ICT機器等を用いた解析（最先
端の知識の学習、解析の実施、解析結果の討議）

（19 阿部浩明・20 楠本泰士・133 高橋恵里/5回）（共同）
　オリエンテーション、装具療法（最先端の知識の学習、評価の実施、解析結
果の討議）、治療プログラムの立案、最適な神経理学療法手法による介入研究
立案、結果の発表

オムニバス方式・共
同（一部）
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授業科目の名称
主要授業

科目
講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（保健科学研究科保健科学専攻）

科目
区分

内部障害学特論 　呼吸・循環・がん・腎臓・代謝などの内部障害の病態を把握するための最新
の客観的評価法とそれらに対する治療全般について系統的に学習する。内容は
内部障害領域に関連する国内外のガイドラインや文献の抄読・まとめを通し
て、内部障害理学療法における評価・治療技術発展のための基盤を形成するた
めの講義を行う。また、最新の内部障害理学療法の動向を把握しながら、各疾
患において現在臨床場面で課題となっているトピックスを教授する。

（オムニバス方式/全15回）

（3 森下慎一郎/6回）
　概要、呼吸器疾患・がん患者・複数の内部障害を併せ持つ患者を対象とした
理学療法について（評価方法・治療方法の学習、臨床的疑問や今後の課題の議
論）

（132 佐藤聡見/4回）
　循環器疾患・腎臓疾患の理学療法について（評価方法・治療方法の学習、臨
床的疑問や今後の課題の議論）

（130 岡崎可奈子/2回）
　代謝疾患の理学療法について（評価方法・治療方法の学習、臨床的疑問や今
後の課題の議論）

（3 森下慎一郎・132 佐藤聡見・130 岡崎可奈子/3回）（共同）
　発表および総合討論

オムニバス方式・共
同（一部）

内部障害学演習Ⅰ 　呼吸・循環・がん・腎臓・代謝などの内部障害の病態を把握するために必要
となる理学療法学的知識および技術を最新の文献やガイドラインから学ぶとと
もに、それらをどのように新たな理学療法研究に発展させていくかを教授す
る。内容は学生自身が国内外のガイドラインや文献の抄読を行い、最新の内部
障害理学療法の動向を把握するための演習を行う。そして、その中で今後解決
すべき研究課題を整理し、新たな理学療法研究に発展させるための議論を行
う。

（オムニバス方式/全15回）

（3 森下慎一郎/6回）
　呼吸器疾患（急性期、回復期・維持期）・がん患者（周術期、回復期・維持
期）・複数の障害を併せ持つ患者の理学療法について（英語論文抄読・今後の
研究発展についての議論）

（132 佐藤聡見/4回）
　循環器疾患（急性期、回復期・維持期）・透析患者・保存期慢性腎臓病患者
の理学療法について（英語論文抄読・今後の研究発展についての議論）

（130 岡崎可奈子/2回）
　代謝性疾患・地域在住者の理学療法について（英語論文抄読・今後の研究発
展についての議論）

（3 森下慎一郎・132 佐藤聡見・130 岡崎可奈子/3回）（共同）
　研究テーマの創出・発表

オムニバス方式・共
同（一部）

内部障害学演習Ⅱ 　呼吸・循環・がん・腎臓・代謝などの内部障害の病態を把握するための最先
端の研究方法を教授するとともに、運動生理学的手法を用いた基礎的研究や関
連分野の臨床研究を実際に行い、データの解析と結果のまとめまでを教授す
る。内容は学生自身が国内外のガイドラインや文献の抄読を行いながら、新た
に解決すべき研究課題を創出する。そして、その研究を実現するための最先端
の研究手法やデータ解析方法を教授しながら、学生自身が実際に運動生理学的
手法を用いた基礎的研究や関連分野の臨床研究を行い、データの解析と結果の
まとめまでを行う。

（オムニバス方式/全15回）

（3 森下慎一郎/6回）
　ガイダンス、呼吸器疾患（急性期、回復期・維持期）・がん患者（周術期、
回復期・維持期）・複数の内部障害を併せ持つ患者の理学療法について（英語
論文抄読、評価法・治療手技・データの解析方法についての議論）

（132 佐藤聡見/4回）
　循環器疾患（急性期、回復期・維持期）・透析患者・保存期慢性腎臓病患者
の理学療法について（英語論文抄読、評価法・治療手技・データの解析方法に
ついての議論）

（130 岡崎可奈子/2回）
　代謝性疾患・地域在住者の理学療法について（英語論文抄読、評価法・治療
手技・データの解析方法についての議論）

（3 森下慎一郎・132 佐藤聡見・130 岡崎可奈子/3回）（共同）
　研究テーマの創出、発表

オムニバス方式・共
同（一部）
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授業科目の名称
主要授業

科目
講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（保健科学研究科保健科学専攻）

科目
区分

地域・予防学特論 　保健・医療・福祉の分野で生活する人々や機関・組織と協働しながらすすめ
る実践活動について科学的根拠に基づいた地域・予防理学療法学の視点より教
授する。地域・予防学領域に関連する国内外のガイドラインや文献の抄読・ま
とめを通して、地域・予防学における評価・介入技術のための基盤を形成する
ための講義を行う。また、最新の地域・予防学の動向を把握しながら、地域に
おいて課題となっているトピックスを教授する。

（オムニバス方式/全15回）

（2 柴喜崇/3回）
　概説、地域・予防学に関わる制度及び研究法、発表・総合討論

（3 森下慎一郎/2回）
　がん発症予防及びがんサバイバーに対する学際的な予防活動について

（18 横塚美恵子/2回）
　地域で生活する虚弱高齢者に対する学際的な予防活動について

（19 阿部浩明/2回）
　脳卒中発症予防及び脳卒中サバイバーに対する学際的な予防活動について

（20 楠本泰士/2回）
　地域で生活する障害児・者及びパートナーに対する予防活動の実際について

（46 中野渡達哉/2回）
　運動器疾患の発症予防及び運動機能低下に対する学際的な予防活動について

（47 遠藤康裕/2回）
　地域における生涯スポーツを援用した予防活動の実際について

オムニバス方式

地域・予防学演習Ⅰ 　生活期の地域理学療法および予防理学療法にかかわる対象者への評価や介
入、効果の検証についてゼミナール形式において討論する。学生自身が国内外
のガイドラインや文献の抄読を行い、最新の地域・予防学の動向を把握するた
めの演習を行う。そして、その中で今後解決すべき研究課題を整理し、新たな
理学療法研究に発展させるための議論を行う。

（オムニバス方式/全15回）

（2 柴喜崇/2回）
　ガイダンス、新たな研究テーマの創出と発表まとめ

（2 柴喜崇・18 横塚美恵子・129 星真行・130 岡崎可奈子/13回）
　和文及び外国語論文の文献抄読および今後の研究発展についての議論（地域
リハビリテーションの変遷、介護医療保険制度、地域における在宅リハビリ
テーション、地域におけるリハビリテーション医療、地域における介護予防事
業等、地域包括ケアシステム、国際的な地域リハビリテーション、一次予防、
二次予防、三次予防、ポピュレーションアプローチ、ハイリスクアプロー
チ）、新たな研究テーマの創出と発表まとめ

オムニバス方式、共
同（一部）

地域・予防学演習Ⅱ 　生活期の地域理学療法および予防理学療法にかかわるフィールドにおいて学
生自らテーマを立て、研究計画の立案、研究の実施、論文作成の過程をゼミ
ナール形式においてすすめる。学生自身が国内外のガイドラインや文献の抄読
を行いながら、新たに解決すべき研究課題を創出する。そして、その研究を実
現するための最先端の研究手法やデータ解析方法を教授しながら、学生自身が
実際に研究フィールドを管理運営して関連分野の研究を行い、データの解析と
結果のまとめまでを行う。

（オムニバス方式/全15回）

（2 柴喜崇/2回）
　ガイダンス、研究テーマに対するデータ解析と結果の発表

（2 柴喜崇・18 横塚美恵子・129 星真行・130 岡崎可奈子/13回）
　和文及び外国語論文の文献抄読および今後の研究発展に必要となる最先端の
評価法や介入、データの解析方法についての議論（地域リハビリテーションの
変遷、介護医療保険制度、地域における在宅リハビリテーション、地域におけ
るリハビリテーション医療、地域における介護予防事業等、地域包括ケアシス
テム、国際的な地域リハビリテーション、一次予防、二次予防、三次予防、ポ
ピュレーションアプローチ、ハイリスクアプローチ）、研究テーマに対する
データ解析と結果の発表

オムニバス方式、共
同（一部）
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授業科目の名称
主要授業

科目
講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（保健科学研究科保健科学専攻）

科目
区分

心身機能作業療法学演習Ⅰ 　人の作業、生活機能の基盤となる心身機能に焦点を当て、心身機能と作業と
の関連や心身機能障害が作業に与える影響、心身機能の回復に向けた効果的な
作業療法等に関する研究手法について学習する。
　内容としては、心身機能障害と作業療法に関する研究テーマについて、文献
検索、国内外の文献レビューの演習・討議を通して、既知と未知の研究領域を
明確化し、今後の研究課題を明らかにする手法を教授する。

共同

心身機能作業療法学演習Ⅱ 　人の作業、生活機能の基盤となる心身機能に焦点を当て、心身機能と作業と
の関連や心身機能障害が作業に与える影響、心身機能の回復に向けた効果的な
作業療法等に関する研究手法について学習する。
　内容としては、心身機能作業療法学に関する研究テーマについて、測定尺度
の検討や測定方法演習、研究データの統計解析演習等を通して、研究実践につ
ながる手法を教授する。

共同

活動・参加作業療法学演習Ⅰ 　人のQOLと関連する活動や社会参加に焦点を当て、活動や参加と作業との関連
や活動や参加が作業に与える影響について、その基本的な研究手法について学
習する。内容としては、活動や参加と作業療法に関する研究テーマについて、
文献検索、国内外の文献レビューを通して、既知と未知の研究領域を明確化す
る際に必要となる手法を教授する。さらに、討議を通して、研究課題を明らか
にする過程について理解を深める。

共同

活動・参加作業療法学演習Ⅱ 　人のQOLと関連する活動や社会参加に焦点を当て、活動や参加と作業との関連
や活動や参加が作業に与える影響について、その応用的な研究手法について学
習する。内容としては、活動や参加と作業療法に関する研究テーマについて、
測定尺度の検討や解析方法、測定機器の操作、研究計画を立案する手法を教授
する。研究の一連の過程について、演習を通して理解を深める。

共同

作業療法
学領域科
目

　作業療法では身体障害や精神障害、発達障害、老年期障害など、様々な対象
者の生活機能障害の改善を目的とした介入を行う。本特論は国際生活機能分類
において生活機能と規定される「心身機能」と「活動・参加」に焦点を当て、
作業療法実践及び研究に関する知見を学ぶ。内容としては、脳卒中や認知症の
心身機能と生活機能との関連や日常生活活動の自立に必要な心身機能の水準、
老年期における生活機能の関連要因、作業環境と作業効率、さらには特別支援
教育での作業療法実践など、対象者の「心身機能」と「活動・参加」に関する
作業療法実践及び研究の最新動向を教授する。

（オムニバス方式/全15回）

（4 五百川和明/3回）
　脳卒中患者の心身機能と機能的予後、高齢者の心身機能と生活機能との関
連、上肢作業時の心血管反応

（22 藤田貴昭/4回）
　日常生活活動の自立に必要な心身機能の水準（整容、更衣）、日常生活活動
の自立に必要な心身機能の水準（排泄）、日常生活活動の自立に必要な心身機
能の水準（入浴）、日常生活活動の自立に必要な心身機能の水準（歩行、階段
昇降）

（5 林博史/1回）
　認知症重症度と生活機能障害

（7 曽根稔雅/3回）
　老年期における生活機能と関連要因、老年期における心理的要因と生活機能
との関連、老年期における社会的要因と生活機能との関連

（21 澄川幸志/2回）
　作業活動時における心理的反応、作業環境の違いと作業効率に与える影響

（6 倉澤茂樹/2回）
　神経発達症の理解と支援、特別支援教育と作業療法

オムニバス方式生活機能障害作業療法学特論
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授業科目の名称
主要授業

科目
講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（保健科学研究科保健科学専攻）

科目
区分

医用画像情報工学特論 　医用画像における医用画像取得技術、画像認識法、画像評価法、画像処理
法・画像情報抽出法とその応用を学ぶ。また、医用画像分野における人工知能
技術を利用したコンピュータによる画像診断を支援する知的システムの構築方
法について学ぶ。目覚ましい速度で進展しているこの分野の最新情報を得るた
め、医用画像取得技術ではX線CTの先端技術を紹介し、コンピュータによる画像
診断支援システムでは、本科目履修時点の最新の人工知能技術を取扱いそれら
の理解を深める。

（オムニバス方式/全15回）

（9 高橋規之/10回）
　総論、医用画像取得技術、画像認識法、画像評価法、画像処理法・画像情報
抽出法

（105 大村知己/5回）X線CTの最新技術

オムニバス方式

医用画像情報工学演習Ⅰ 　医用画像情報工学特論で習得した知識を活かし、図書・学術雑誌あるいはイ
ンターネットなどを用いて、情報理論・画像工学・画像処理学・視覚情報処
理・人工知能・医用画像におけるコンピュータ診断支援等に関する国内外の文
献や資料を精読することによって、医用画像情報学特論での講義内容の理解を
さらに深める。さらにそれらを英語で学会発表、論文投稿するための技術を習
得する。この科目を終了することで、医用画像の処理と認識を実践できる知識
を深め、自分自身で研究した知見を英語を用いて学術的にまとめて発表できる
ようになることを目指す。

医用画像情報工学演習Ⅱ 　医用画像情報工学特論と医用画像情報工学演習Ⅰで習得した知識を基に、画
像処理と機械学習のスキルを習得する。具体的には、プログラミング言語
「Python」の基本知識を身につけ、画像処理技術（画像の取得と前処理、フィ
ルタリング）と、機械学習とその評価・検証方法を習得する。この科目では実
践的な演習を通して、「Python」を使ったプログラミングスキルを向上させ、
自ら、医用画像に対する画像処理と機械学習を組み合わせた活用を実践できる
能力を身につける。

（オムニバス方式/全15回）

（9 高橋規之/11回）
　総論、プログラミング言語「Python」、画像取得と前処理、画像フィルタリ
ング

（63 近藤世範/4回）深層学習の実践

オムニバス方式

診療放射
線科学領
域科目
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授業科目の名称
主要授業

科目
講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（保健科学研究科保健科学専攻）

科目
区分

医用画像科学演習Ⅰ 　画像診断技術を用いた生体構造の解明や病態における構造変化の解析のため
の測定技術や画像処理・解析手法について、基礎的な論文を読み解き内容を理
解すると共に、その活用法や限界などについて議論する。そして、自身の興味
に基づく研究テーマの設定を行い研究計画書を作成する。
　病態等を評価するための生体構造・機能等の測定法について学修する。X線、
磁気共鳴、マルチモダリティを用いた測定・空き席に関する論文を収集・抄読
し、研究計画書を作成する。

共同

医用画像科学演習Ⅱ 　画像診断技術を用いた生体機能の解明や病態における機能変化の解析のため
の測定技術や画像処理・解析手法について、演習Ⅰで設定して作成した研究計
画書を元にその研究活動の実際について議論し演習する。
 病態等を評価するための生体構造・機能等の測定法を活用した研究について学
修する。演習Ⅰで作成した研究計画書の内容に基づき情報収集、データ取得、
解析、議論などの過程を経て、研究目的に応じた成果をまとめる。随時学生・
教員を含めた全体で議論を重ねて成果の精度向上に努めると共に、成果をまと
めて発表して討論を行う。

共同

医用画像科学特論 　生体における構造や機能の解明、病態の診断に用いるX線画像、MR画像、核医
学画像、超音波画像等の医用画像全般について、その生成に必要な機器類、測
定法、画像再構成法等に関する医学物理学的、かつ工学的な原理や技術を教授
すると共に、得られた画像等のデータの解析法や表示法等について最新の理論
と技術を教授する。また、医用画像を活用した前臨床及び臨床研究手法を説明
すると共に、種々の疾病や病態における医用画像の生成原理と診断理論を教授
し、研究における様々な医用画像の活用方法について理解を深める。

（オムニバス方式/全15回）

（10 久保均／3回）
　医用画像科学について、その総論を工学的、医学的見地から教授すると共に
マルチモダリティシステムに関する特徴について教授する。また、最終的な講
義のまとめを行う。

（106 椛沢宏之／1回）
　医用画像科学技術について、特に磁気共鳴に関して最新の知見や話題につい
て工学的見地からその特徴を教授する。

（108 渡部浩司／1回）
　医用画像科学技術について、特に核医学や近赤外線に関して最新の知見や話
題について工学的見地からその特徴を教授する。

（109 水間広／2回）
　医用画像技術と前臨床研究技術について、その総論を教授すると共に医用画
像技術を用いた前臨床研究について、核医学を中心とした様々な動物種を対象
とする研究手法について教授する。

（110 疋島啓吾／1回）
　医用画像技術を用いた前臨床研究について、磁気共鳴や超音波を中心とした
様々な動物種を対象とする研究手法について教授する。

（111 畑純一／1回）
　医用画像技術を用いた前臨床研究について、磁気共鳴を中心とした様々な動
物種を対象とする研究手法について教授する。

（112 齋藤茂芳／2回）
　医用画像技術を用いた前臨床研究について、磁気共鳴やX線CTを中心とした
様々な動物種を対象とする研究手法について教授すると共に、医用画像技術を
用いた前臨床研究と臨床研究について、その類似点と相違点、モダリティの特
性の使い方など双方の研究手法について教授する。

（113 栗林秀人／1回）
　医用画像技術を用いた前臨床研究と臨床研究、及び基礎研究について、その
類似点と相違点、モダリティの特性の使い方など研究手法について教授する。

（37 伊藤浩／1回）
　医用画像技術を用いた臨床研究について、特に核医学や磁気共鳴を用いた研
究手法について教授する。

（107 田代学／1回）
　医用画像技術を用いた臨床研究について、特に核医学や磁気共鳴を用いた研
究手法について教授する。

（114 原田雅史／1回）
　医用画像技術を用いた臨床研究について、特に磁気共鳴やX線CT、核医学等を
用いた研究手法について教授する。

オムニバス方式
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授業科目の名称
主要授業

科目
講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（保健科学研究科保健科学専攻）

科目
区分

核医科学演習Ⅰ 　核医科学特論で習得した知識を活かし、核医学画像の画質や定量性に影響す
る撮像、処理の因子について文献にて理解する。また、核医学の基本的な研究
手法に焦点を当て、論文の論理的読解法やデータ解析法を実践的な演習を通し
て習得する。放射性薬剤の開発や核医学画像の収集、再構成、解析に関する研
究手法の論理的背景と実践的技法について教授する。

共同

核医科学演習Ⅱ 　核医科学特論と核医科学演習Ⅰで習得した知識を基に、核医学の高度な研究
手法と技術を更に探求する実践的な演習を提供する。先進的な研究論文の詳細
な読解、新しい診断・評価方法の研究、及びそれらの論理的な解釈と応用技法
について教授する。

共同

　核医学的アプローチの特徴である機能評価や生体内挙動の解析を通じて、核
医学検査の臨床的意義について習得する。また、核医学検査における基本的な
理論や技術、最新の研究動向を深く探求する。さらに、放射性薬剤の生体内動
態、画像診断の基本原理、そして最先端な核医学治療及び核医学機器開発に関
する研究成果と、それらを支える理論的背景についても教授する。

（オムニバス方式/全15回）

（② 三輪建太/3回）
　核医学に関する研究・総論、核医学画像再構成に関する研究動向、核医学治
療の線量評価の基礎

（135 宮司典明/1回）核医学治療の放射線管理と臨床

（45 右近直之/1回）核医学治療に関する研究動向

（142 山尾天翔/1回）核医学画像解析の基礎

（115 我妻慧/1回）核医学画像解析に関する研究動向

（116 前田幸人/1回）核医学機器のQA/QCに関する実践と研究動向

（117 市川肇/1回）核医学収集系に関する研究動向

（118 柿野諒/1回）モンテカルロシミュレーションを用いた核医学治療の線量
評価

（119 山谷泰賀/1回）核医学機器開発の歴史と基礎

（120 赤松剛/1回）核医学機器開発に関する研究動向

（121 西井龍一/1回）腫瘍核医学画像診断に関する研究動向

（122 堀田昌利/1回）中枢神経・循環器核医学画像診断に関する研究動向

（11 長谷川功紀/1回）放射性薬剤開発

オムニバス方式核医科学特論
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授業科目の名称
主要授業

科目
講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（保健科学研究科保健科学専攻）

科目
区分

放射線治療科学演習Ⅰ 　放射線治療計画の立案と最適化、線量計算、画像誘導技術などについて、基
礎的な論文の抄読を通して、その考え方と応用方法について教授する。また、
高精度放射線治療に必要な治療計画最適化手法、線量計算、患者セットアッ
プ、画像誘導技術、線量計測などについて知識と実行性を融合させた演習を通
して学習する。本演習を通して実際の臨床現場で遭遇するであろう種々の課題
について、客観的事実に基づいて問題を言語化し、課題解決アプローチについ
て考察できる能力を養う。

（オムニバス方式/全15回）

（8 加藤貴弘/9回）光子線治療に関する文献抄読（基礎）・粒子線治療に関す
る文献抄読（基礎）・陽子線治療計画演習（基礎）

（23 佐藤久志/3回）放射線腫瘍学に関する文献抄読（基礎）

（136 原田崇臣/3回）光子線治療計画演習（基礎）

オムニバス方式

放射線治療科学演習Ⅱ 　放射線治療計画の立案と最適化、線量計算、画像誘導技術などについて、最
新の論文から得られた知識に基づいてその考え方と応用方法について教授す
る。また、高精度放射線治療に必要な治療計画最適化手法、線量計算、患者
セットアップ、画像誘導技術、線量計測などに関する具体的な課題について取
り組むことで解決手法の立案から得られた結果の解釈、そして論理的考察につ
いて学びを深める。本演習を通して実際の臨床現場で遭遇するであろう種々の
課題について、客観的事実に基づいて問題を言語化し、実行性のある課題解決
アプローチ手法を提案できる能力を養う。

（オムニバス方式/全15回）

（8 加藤貴弘/9回）光子線治療に関する文献抄読（応用）・粒子線治療に関す
る文献抄読（応用）・陽子線治療計画演習（応用）

（23 佐藤久志/3回）放射線腫瘍学に関する文献抄読（応用）

（136 原田崇臣/3回）光子線治療計画演習（応用）

オムニバス方式

　放射線治療を支える物理学的背景、技術的進展、治療計画手法の最適化など
に焦点を当てながら、治療効果を向上させる方法論と集学的治療における位置
付けについて最新の動向も踏まえて教授する。放射線治療の物理技術的、臨床
的な質的保証（quality assurance; QA）の必要性を学び、QAを満足するための
具体的かつ実践的な品質管理手法について学習する。放射線治療における各プ
ロセスにおけるQAの必要性を理解することで総合的に治療効果を評価し、治療
法の発展に寄与できる能力を身に付ける。

（オムニバス方式/全15回）

（8 加藤貴弘/5回）放射線治療科学の概要説明・定位放射線治療の基礎と応
用・強度放射線治療の基礎と応用・放射線治療装置のQA/QC・粒子線治療の基礎
と応用

（23 佐藤久志/1回）放射線腫瘍学概論

（136 原田崇臣/1回）高精度放射線治療とLQモデル

（34 鈴木義行/1回）免疫放射線治療の基礎と応用

（35 田巻倫明/1回）小線源治療の基礎と応用

（124 大平新吾/1回）画像誘導放射線治療の基礎と応用

（125 角谷倫之/1回）放射線治療領域における深層学習の活用

（126 勝田義之/1回）MRリニアックの基礎と応用

（127 新井一弘/1回）非剛体レジストレーションの基礎と応用

（123 木下尚紀/1回）吸収線量計測と不確かさ

（128 冨永裕樹/1回）粒子線治療における最新技術の動向

オムニバス方式放射線治療科学特論
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授業科目の名称
主要授業

科目
講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（保健科学研究科保健科学専攻）

科目
区分

医学物理演習Ⅰ 　画像診断、核医学、放射線治療の物理技術的基礎と応用、品質管理など、医
学物理特論での学習内容を身に付けるために演習を行う。画像診断学、核医学
物理学、放射線治療物理学、保健物理学に関連する複合的な課題について演習
する。また、これらの課題への取り組みに加えて基礎的な論文を精読すること
で論理的思考能力を身に付ける。本演習では、幾つかの課題に取り組み、議論
を積み重ねることで医学物理分野における種々の問題を解決する能力を養う。

（オムニバス方式/全15回）

（8 加藤貴弘/7回）放射線治療領域医学物理に関する文献抄読（基礎）

（10 久保均/2回）画像診断領域医学物理に関する文献抄読（基礎）

（② 三輪建太/2回）核医学領域医学物理に関する文献抄読（基礎）

（25 福田篤志/2回）保健物理に関する文献抄読（基礎）

（136 原田崇臣/2回）放射線生体物理学に関する文献抄読（基礎）

オムニバス方式

オムニバス方式　医学物理学は物理工学の知識と成果を医学に応用する分野である。医療技術
は日進月歩であり、新たな技術の臨床現場への展開や現在抱えている課題を解
決するために必要とされる基本原理にもとづいた論理的思考とそれを実践でき
る能力が求められる。本特論では放射線治療をはじめ、画像診断、核医学、保
健物理も含めた医学物理学の知識・技術ならびに物理学的品質管理の基礎を中
心に医療の質向上に貢献するための物理学的アプローチを教授する。

（オムニバス方式/全15回）

（8 加藤貴弘/2回）医学物理学の概要説明・高精度外部放射線治療技術の基礎
と応用

（10 久保均/1回）画像診断領域における医学物理学の概要説明

（② 三輪建太/1回）核医学領域における医学物理学の概要説明

（25 福田篤志/1回）放射線計測・防護領域における医学物理学の概要説明

（136 原田崇臣/1回）高精度放射線治療とLQモデル

（34 鈴木義行/1回）免疫放射線治療の基礎と応用

（35 田巻倫明/1回）婦人科腫瘍に対する小線源治療

（124 大平新吾/1回）画像誘導放射線治療の基礎と応用

（125 角谷倫之/1回）放射線治療領域における深層学習の活用

（126 勝田義之/1回）MRリニアックの基礎と応用

（127 新井一弘/1回）非剛体レジストレーションの基礎と応用

（123 木下尚紀/1回）吸収線量計測と不確かさ

（128 冨永裕樹/1回）粒子線治療の最新動向と技術

（45 右近直之/1回）核医学治療の最新動向と技術

医学物理特論
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授業科目の名称
主要授業

科目
講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（保健科学研究科保健科学専攻）

科目
区分

医学物理演習Ⅱ 　画像診断、核医学、放射線治療の物理技術的基礎と応用、品質管理など、医
学物理特論での学習内容を身につけるために演習を行う。画像診断学、核医学
物理学、放射線治療物理学、保健物理学に関連する複合的な課題について演習
する。また、これらの課題への取り組みに加えて最新の論文を精読することで
論理的思考能力とリアルワールドにおける実践的展開能力を身に付ける。本演
習では、幾つかの課題に取り組み、議論を重ねることで医学物理分野における
種々の問題を解決する具体的手法を提案できる能力を養う。

（オムニバス方式/全15回）

（8 加藤貴弘/7回）放射線治療領域医学物理に関する文献抄読（応用）

（10 久保均/2回）画像診断領域医学物理に関する文献抄読（応用）

（② 三輪建太/2回）核医学領域医学物理に関する文献抄読（応用）

（25 福田篤志/2回）保健物理に関する文献抄読（応用）

（136 原田崇臣/2回）放射線生体物理学に関する文献抄読（応用）

オムニバス方式

臨床病理学特論 　病理学は従来の「形態学」を基盤とした診断に加えて、遺伝子異常や機能解
析、さらには腫瘍性疾患の治療に深く関わる分野となってきた。検索方法もホ
ルマリン固定パラフィンブロックや細胞診検体を基本に様々な手技で得られた
ものが用いられ、タンパクや遺伝子発現の異常を確認することが診断や研究に
欠かせないものになっている。また、バーチャルスライドなど標本のデジタル
化にともなってAIによる画像解析も行われるようになってきた。
　本特論では腫瘍性疾患や炎症生疾患における病態を細胞、組織レベルで理解
するための細胞診断学、病理診断的な研究アプローチについて教授する。

（オムニバス方式/全15回）

（14 宇月美和/8回）
　臨床病理学研究の流れ、AIによる解析手法、ゲノム診断手法

（26 梅澤敬/4回）
　通常パラフィンブロックでの解析手法（HE染色）、細胞診検体での解析手法

（55 高橋一人/3回）
　通常パラフィンブロックでの解析手法（特殊染色、免疫組織化学、
insituhybridizationなど）

オムニバス方式

臨床病理学演習Ⅰ 　病理学は従来の「形態学」を基盤とした診断に加えて、遺伝子異常や機能解
析、さらには腫瘍性疾患の治療に深く関わる分野となってきた。検索方法もホ
ルマリン固定パラフィンブロックや細胞診検体を基本に様々な手技で得られた
ものが用いられ、タンパクや遺伝子発現の異常を確認することが診断や研究に
欠かせないものになっている。また、バーチャルスライドなど標本のデジタル
化にともなってAIによる画像解析も行われるようになってきた。
　本演習Ⅰでは腫瘍性疾患や炎症生疾患における病態を細胞、組織レベルで理
解するための細胞診断学、病理診断的な研究方法やトレンドについて、基礎的
な論文を読み、その内容について論理的に伝えることがでできるような技法を
習得する。

共同

臨床病理学演習Ⅱ 　病理学は従来の「形態学」を基盤とした診断に加えて、遺伝子異常や機能解
析、さらには腫瘍性疾患の治療に深く関わる分野となってきた。検索方法もホ
ルマリン固定パラフィンブロックや細胞診検体を基本に様々な手技で得られた
ものが用いられ、タンパクや遺伝子発現の異常を確認することが診断や研究に
欠かせないものになっている。また、バーチャルスライドなど標本のデジタル
化にともなってAIによる画像解析も行われるようになってきた。
　本演習Ⅱでは腫瘍性疾患や炎症性疾患における病態を細胞、組織レベルで理
解するための細胞診断学、病理診断的な最新の研究方法やトレンドについて、
より実践的な論文を読み、その内容について論理的に伝えることがでできるよ
うな技法を習得する。

共同

臨床検査
学領域科
目
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授業科目の名称
主要授業

科目
講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（保健科学研究科保健科学専攻）

科目
区分

臨床微生物学特論 　COVID19や梅毒に代表される新興・再興感染症の脅威、次々に出現する新たな
薬剤耐性菌とその世界的蔓延が示すように、医療技術の進歩した現在において
も感染症対策は人類における最も重要な課題のひとつに変わりはない。感染症
対策を適切に行うためにはまずは相手を知ることが重要であり、基礎医学を
ベースとした研究の重要性はますます高まっている。
　本特論では、微生物の病原性、薬剤耐性、疫学的特徴ならびに感染症迅速診
断法を理解するための最新の研究アプローチについて教授する。

（オムニバス方式/全15回）

（15 豊川真弘/9回）
　臨床微生物学研究の流れ、薬剤耐性機序とその解析手法、ゲノム解析手法

（139 丹野大樹/6回）
　微生物の病原性と解析手法、薬剤耐性機序とその解析手法、疫学解析手法

オムニバス方式

臨床微生物学演習Ⅰ 　COVID19や梅毒に代表される新興・再興感染症の脅威、次々に出現する新たな
薬剤耐性菌とその世界的蔓延が示すように、医療技術の進歩した現在において
も感染症対策は人類における最も重要な課題のひとつに変わりはない。感染症
対策を適切に行うためにはまずは相手を知ることが重要であり、基礎医学を
ベースとした研究の重要性はますます高まっている。
　本演習Ⅰでは、微生物の病原性、薬剤耐性、疫学的特徴ならびに感染症迅速
診断法を理解するための研究方法やトレンドについて、基礎的な論文を読み、
その内容について論理的に伝えることができるような技法を習得する。

共同

臨床微生物学演習Ⅱ 　COVID19や梅毒に代表される新興・再興感染症の脅威、次々に出現する新たな
薬剤耐性菌とその世界的蔓延が示すように、医療技術の進歩した現在において
も感染症対策は人類における最も重要な課題のひとつに変わりはない。感染症
対策を適切に行うためにはまずは相手を知ることが重要であり、基礎医学を
ベースとした研究の重要性はますます高まっている。
　本演習Ⅱでは、微生物の病原性、薬剤耐性、疫学的特徴ならびに感染症迅速
診断法を理解するための研究方法やトレンドについて、より実践的な論文を読
み、その内容について論理的に伝えることができるような技法を習得する。

共同

臨床生理検査学特論 　心血管疾患とがんは本邦における二大疾病である。高齢化とともに本邦にお
ける不整脈、心筋梗塞、心不全、脳卒中や認知症の増加は医療や介護、そして
社会政策上も大きな問題となっている。また、免疫チェックポイント阻害薬な
ど各種のがん治療の進歩により、その生存率が向上する一方、がん治療に伴う
心血管系の副作用に関する「腫瘍循環器学」が注目されており、循環器系・呼
吸器系・消化器系・神経系・腎泌尿器系・神経系等多領域を包括的に評価し適
切に管理する必要がある。その為、臨床医学をベースとした臨床生理検査学に
関する研究の重要性はますます高まっている。
　本特論では、心電図、脈波、脳波、エコー検査など各種の臨床生理検査を活
用した研究アプローチについて教授する。

（オムニバス方式/全15回）

（17 義久精臣/5回）
　疾病管理における臨床生理学的検査やバイオマーカーの有用性に関する研
究・総論、代表的な心血管疾患に関する研究の同行、循環器分野における超音
波検査の活用・研究動向

（137 堀越裕子/5回）
　心電図の基礎と応用・研究動向、超音波検査の基礎・応用・研究動向

（141 平田理絵/5回）
　正常脳波の歴史、脳波と睡眠、脳波とてんかん研究、脳波高周波振動とてん
かん、誘発電位に関する研究動向

オムニバス方式

臨床生理検査学演習Ⅰ 　心血管疾患とがんは本邦における二大疾病である。高齢化とともに本邦にお
ける不整脈、心筋梗塞、心不全、脳卒中や認知症の増加は医療や介護、そして
社会政策上も大きな問題となっている。また、免疫チェックポイント阻害薬な
ど各種のがん治療の進歩により、その生存率が向上する一方、がん治療に伴う
心血管系の副作用に関する「腫瘍循環器学」が注目されており、循環器系・呼
吸器系・消化器系・神経系・腎泌尿器系・神経系等多領域を包括的に評価し適
切に管理する必要がある。その為、臨床医学をベースとした臨床生理検査学に
関する研究の重要性はますます高まっている。
　本演習Ⅰでは、心電図、脈波、脳波、エコー検査など各生理機能検査を理解
するための研究方法やトレンドについて、基礎的な論文を読み、その内容につ
いて論理的に伝えることができるような技法を習得することを目的とする。

共同
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授業科目の名称
主要授業

科目
講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（保健科学研究科保健科学専攻）

科目
区分

臨床生理検査学演習Ⅱ 　心血管疾患とがんは本邦における二大疾病である。高齢化とともに本邦にお
ける不整脈、心筋梗塞、心不全、脳卒中や認知症の増加は医療や介護、そして
社会政策上も大きな問題となっている。また、免疫チェックポイント阻害薬な
ど各種のがん治療の進歩により、その生存率が向上する一方、がん治療に伴う
心血管系の副作用に関する「腫瘍循環器学」が注目されており、循環器系・呼
吸器系・消化器系・神経系・腎泌尿器系・神経系等多領域を包括的に評価し適
切に管理する必要がある。その為、臨床医学をベースとした臨床生理検査学に
関する研究の重要性はますます高まっている。
　本演習Ⅱでは、心電図、脈波、脳波、エコーなど各生理機能検査を理解する
ための最新の研究方法やトレンドについて、より実践的な論文を読み、その内
容について論理的に伝えることができるような技法を習得する。

共同

臨床血液学特論 　貧血、造血器腫瘍、血栓止血異常症における病態を詳細に把握し、種々の疾
患の発症機序や血液形態学的検査、免疫学的検査および分子生物学的検査につ
いて理解を深める。また輸血・造血細胞移植に関する最先端の検査法について
学修する。これら血液疾患、輸血・造血細胞移植分野における新規の検査法の
開発に関する可能性を追求するための研究へのアプローチにつき教授する。

（オムニバス方式/全15回）

（13 小川一英/8回）
　貧血の病態と研究へのアプローチ、造血器腫瘍の病態と研究へのアプローチ

（140 松田将門/3回）
　血栓止血異常症の病態と研究へのアプローチ

（138 三浦里織/4回）
　輸血・造血細胞移植分野の研究へのアプローチ

オムニバス方式

臨床血液学演習Ⅰ 　本演習Ⅰでは、特論で学んだ内容を踏まえて、症例について検討することで
病態と検査所見を考察し、重要な血液疾患の最新の診断技術と治療についての
理解をさらに深める。さらに貧血、造血器腫瘍、血栓止血異常症、輸血・造血
細胞移植分野に関連する文献を抄読し最新の研究動向を探索し未知の事柄に関
する研究手法を考える能力を身につける。また論文作成に必要な研究計画の立
案についてともに考え、研究遂行のための様々な検査技術を身につける。

（オムニバス方式/全15回）

（13 小川一英/3回）
　血液疾患の症例提示と検査所見・病態の考察（貧血、造血器腫瘍）

（13 小川一英・140 松田将門/3回）（共同）
　血液疾患の症例提示と検査所見・病態の考察（止血血栓性疾患）、文献抄読
および議論（止血異常症、血栓性疾患）

（13 小川一英・138 三浦里織/3回）（共同）
　血液疾患の症例提示と検査所見・病態の考察（造血細胞移植）、文献抄読お
よび議論（輸血検査、造血細胞移植）

（13 小川一英・138 三浦里織・140 松田将門/6回）（共同）
　文献抄読および議論（造血器腫瘍の診断技術・微小残存病変検出・治療）、
各分野の最新研究動向と研究立案へのアプローチ

オムニバス方式、共
同（一部）

臨床血液学演習Ⅱ 　本演習Ⅱでは、造血器腫瘍、貧血、凝固異常など血液疾患における病態およ
び輸血・移植免疫学における諸問題を分子レベルで理解し問題解決に向けてど
のような研究が行なわれているかを検討するため、最新の研究方法やトレンド
について、より実践的な論文を読み、その内容について論理的に伝えることが
でできるような技法を習得する。さらに最新の研究手法を用いた造血器腫瘍の
診断技術の開発、移植・輸血関連検査や血栓止血検査の開発、改良、標準化に
関する研究手法を教授する。

（オムニバス方式/全15回）

（13 小川一英/3回）
　造血器腫瘍の最新の診断技術の理解と研究手法

（13 小川一英・138 三浦里織/5回）（共同）
　造血細胞移植・輸血医療の最新の技術の理解と研究手法

（13 小川一英・140 松田将門/5回）（共同）
　血栓止血検査における最新の技術と研究手法

（13 小川一英・138 三浦里織・140 松田将門/2回）（共同）
　血液疾患の最新の技術の理解と研究手法

オムニバス方式、共
同（一部）
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授業科目の名称
主要授業

科目
講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（保健科学研究科保健科学専攻）

科目
区分

疾患生化学特論 　がんゲノム研究の革新的な進歩によって複数の分子標的薬も開発され、がん
の種類によっては患者毎に治療薬を選択できる時代が到来した。しかしなが
ら、ゲノム変異に対応する分子標的薬は限られており、また、いまだ効果的な
治療薬の得られない難治性がんも存在するなど、がん研究の課題は残されてい
る。さらには、アルツハイマー病をはじめとする神経変死疾患についても、現
段階で得られている治療薬も限定的な効果しかない。
　本特論ではメディカルニーズの高いがんや神経変性疾患を中心とした病態や
バイオマーカー開発に関して分子レベルで理解するための生化学・分子生物
学・臨床化学的な研究トピックスを教授することで、大学院で各自が研究を進
めるための方法論を構築するとともに、データの解釈について学び、論理的に
研究を進める技術を習得する。

（オムニバス方式/全15回）

（16 北爪しのぶ/6回）
　代表的な神経変性疾患、アルツハイマー病に関する研究の動向、早期診断
マーカーの開発現状、治療薬開発、今後の課題、多発性硬化症に関する基礎研
究、グリア研究の動向

（27 鈴木英明/3回）
　血小板の細胞間相互作用機序の研究、プロテオスタシスの現在、細胞外小胞
と病態の現状と今後の動向

（28 菅野光俊/3回）
　自己免疫疾患と検査、IgG4関連疾患について、IgG4測定試薬開発と社会実
装、今後の展望

（56 飯島順子/3回）
　DNAの異常と疾患、遺伝子に関する研究と検査の現在、未来を担う遺伝子治療

オムニバス方式

疾患生化学演習Ⅰ 　近年の細胞生物学的研究、分子生物学的研究、オミックス研究の革新的な発
展に伴い、がんや神経変死疾患をはじめとする研究分野についての理解は深
まってきたが、それとともに、それぞれの疾患に関する課題も浮き彫りになっ
てきた。
　本演習Ⅰでは、最新の論文を読み、疾患研究を遂行するためにどのような研
究目的を設定し、どのような手法を用いた研究計画を立案して実行した結果、
得られたデータから明らかになった点を理解すると共に、どのように結論を導
き出し、どのように考察をしたのか、また、今後に残された研究課題はどのよ
うなものなのかを理解し、分かりやすいプレゼンテーションの技術を習得する
ことで、医療・医学研究において重要な課題を理解し、自ら積極的に研究立案
し発表できるような実力をつけてもらうことを目的とする。

（オムニバス方式/全15回）

（16 北爪しのぶ/1回）
　ガイダンス、神経変性疾患の研究に関する最新のトピックス紹介

（16 北爪しのぶ・27 鈴木英明・28 菅野光俊・56 飯島順子/14回）
　疾患生化学に関する外国語論文の抄読・今後の研究発展についての議論（基
礎）

オムニバス方式、共
同（一部）

疾患生化学演習Ⅱ 　ゲノム科学の発展により、ライフサイエンスの研究分野にはパラダイムシフ
トが起こった。医療・医学領域で種々の疾患を対象とする生化学的な研究分野
も例外ではない。各研究で用いられる手法は、個別研究から、より網羅的な視
点で進める研究スタイルへと変貌を遂げている。
　本演習IIでは、さらにそのような研究領域に踏み込んだ内容を含む最新の生
化学的論文を読み、理解を深めることを目的とする。すなわち、研究目的の設
定方法と立案に加え、どのような視点に基づいてデータ解析を進め、目的を達
成するためのデータを抽出し、複雑な分子メカニズムの一端を解明したのか、
といった考察を深める。それぞれの過程について、演習Iよりさらに踏み込んだ
形で理解し、プレゼンテーションする技術の向上に努めることで、医療・医学
研究において重要な課題を理解し、より積極的かつ戦略的に自らが研究立案で
きるような実力をつけてもらうことを目的とする。

（オムニバス方式/全15回）

（16 北爪しのぶ/1回）
　ガイダンス、神経変性疾患の研究に関する最新のトピックス紹介

（16 北爪しのぶ・27 鈴木英明・28 菅野光俊・56 飯島順子/14回）
　疾患生化学に関する外国語論文の抄読・今後の研究発展についての議論（応
用）

オムニバス方式、共
同（一部）
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授業科目の名称
主要授業

科目
講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（保健科学研究科保健科学専攻）

科目
区分

理学療法学領域、作業療法学領域、診療放射線科学領域、臨床検査学領域にお
ける一つの研究課題に対し、先行研究の調査および現状の課題の把握、研究目
的の設定、研究計画の立案、遂行から研究結果の考察、論文作成までの一連の
流れについて、進捗状況の確認及び学生への研究指導を行う。

（① 矢吹省司）
　運動器系の病態と機能障害の機序、及び運動器障害の予防・治療のための機
能回復に関する研究について研究指導を行う。

（2 柴 喜崇）
　加齢に伴う生活機能の変化を理解したうえでの予防活動に対する評価、介入
の方法及び効果判定についての研究指導を行う。

（3 森下慎一郎）
　内部障害領域のリハビリテーションにおける評価と治療手段の確立を研究課
題とし、実践的な研究手法について研究指導を行う。

（4 五百川和明）
　脳血管障害者の機能的予後予測や上肢作業時の心血管反応と影響要因、要介
護者の生活機能に関連する要因について研究指導を行う。

（5 林博史）
　 認知症における原因別の症候学や神経画像の特徴、効果的なリハビリテー
ション介入について研究指導を行う。

（6 倉澤茂樹）
　神経発達症の障害特性と各ライフステージにおける発達課題、治療・支援技
術に関する研究指導を行う。

（7 曽根稔雅）
　高齢者および家族介護者において心理社会的要因が健康（生活機能、要介
護、死亡）に及ぼす影響について研究指導を行う。

（8 加藤貴弘）
　放射線治療における物理技術的諸課題に対する新たな提案、改善策をテーマ
として取り上げ、それらに対する研究デザイン、課題解決アプローチ、結果の
解釈などについて研究指導を行う。

（9 高橋規之）
　画像診断支援のための医用画像処理と知的システムの開発に関する研究を指
導する。

（10 久保均）
　様々な医用画像技術を用いた前臨床、及び臨床における生体構造・機能情報
の測定と解析及びその評価に関する研究の実践、指導を行うと共に、生体構
造・機能情報の描出に関する新たな知見を創出する研究指導を行う。

（11 長谷川功紀）
　創薬化学、放射化学の手法を用いて放射性薬剤開発を課題に指導を行う。ま
た組織化学の手法を用いて組織中の診断・治療標的の探索や、開発した薬剤の
安全性評価法開発を課題に研究指導を行う。

（② 三輪建太）
　核医学技術および核医学治療に関する新たな機器、診断法、解析法の開発に
関する研究指導を行う。

（13 小川一英）
　血栓止血検査の開発、改良、標準化に関する研究指導や出血性素因や血栓性
素因を検出する検査法の開発および造血器腫瘍の分子病態の解析について研究
指導を行う。

（14 宇月美和）
　腫瘍性疾患や炎症生疾患における病態を組織レベルで理解するための病理診
断的な研究方法について指導を行う。

 
　

 
　

 
　

 
　

 
　

 
　

 
　

 
　

 
　

 
　

 
　

 
　

 
　

 
　

特別研究特別研究
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授業科目の名称
主要授業

科目
講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（保健科学研究科保健科学専攻）

科目
区分

 
　

  
　

 
　

 
　

 
　 

 
　

 
　

 
　

 
　

 
　

 
　

 
　

 
　

 
　

（15 豊川真弘）
　菌株や臨床検体を用いて、微生物の病原因子や薬剤耐性機序の解析、感染症
迅速診断法の開発などについて研究指導を行う。

（16 北爪しのぶ）
　モデルマウスや患者検体を用いて、アルツハイマー病の分子病態の解析や疾
患バイオマーカー開発について研究指導を行う。

（17 義久精臣）
　心電図、脈波、脳波、エコーなど各種生理機能検査に関する臨床データを用
いて、関連疾患の病因・病態の解析および生理検査学的バイオマーカーの開
発・探索について指導を行う。

（18 横塚美恵子）
　転倒要因や予防を研究課題とし、足部形態と運動機能に関する研究指導を行
う。

（19 阿部浩明）
　中神経系リハビリテーション領域における病態解明と治療手段の確立を研究
課題とし、実践的な研究手法について指導を行う。

（20 楠本泰士）
　小児リハビリテーション領域における評価と治療効果を研究課題とし、研究
手法やトレンド、実践的な論文内容について論理的解釈ができるように指導を
行う。

（21 澄川幸志）
　作業活動を用いた介入や作業活動を行う際の環境面が身体機能や心理的側面
に与える影響について研究指導を行う。

（22 藤田貴昭）
　脳血管障害や股関節骨折の日常生活活動に関する、自立に必要な機能水準の
算出や予後予測モデルの開発について研究指導を行う。

（23 佐藤久志）
　癌の根治性を上げていくための放射線治療技術的な研究に加え、併用療法の
研究について指導を行う。

（24 五月女康作）
　磁気共鳴画像に関連した撮像法・診断技術・評価・開発や、放射線リスクコ
ミュニケーションに関する研究指導を行う。

（25 福田篤志）
　放射線計測を応用したX線診断装置の性能評価、患者・従事者の放射線被ば
く・防護について研究指導を行う。

（26 梅澤敬）
　腫瘍性疾患や炎症性疾患における病態を細胞レベルで理解するための細胞診
断学的な研究方法について指導を行う。

（27 鈴木英明）
　プロテオミクスによる細胞外小胞を介した細胞間情報伝達機構の解明、関連
疾患の病因・病態の解析およびバイオマーカーの探索について指導を行う。

（28 菅野光俊）
　治療薬開発研究のための糖転移酵素の活性測定法の構築について指導を行
う。
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令和6年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

令和7年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

変更の事由

公立大学法人
福島県立医科大学

公立大学法人
福島県立医科大学

医学部 医学部
　医学科（６年制） 130 － 780 　医学科（６年制） 130 － 780
看護学部 看護学部
　看護学科 84 － 336 　看護学科 84 － 336
保健科学部 保健科学部
　理学療法学科 40 － 160 　理学療法学科 40 － 160
　作業療法学科 40 － 160 　作業療法学科 40 － 160
　診療放射線科学科 25 － 100 　診療放射線科学科 25 － 100
　臨床検査学科 40 － 160 　臨床検査学科 40 － 160
別科 別科
　助産学専攻 20 － 20 　助産学専攻 20 － 20

計 379 － 1716 計 379 － 1716

公立大学法人
福島県立医科大学大学院

公立大学法人
福島県立医科大学大学院

医学研究科 医学研究科

　医学専攻（４年制Ｄ） 60 － 240 　医学専攻（４年制Ｄ） 60 － 240

　医科学専攻（Ｍ） 10 － 20 　医科学専攻（Ｍ） 10 － 20

　災害・被ばく医療科学共同専攻 　災害・被ばく医療科学共同専攻

　　修士課程　医科学コース 5 － 10 　　修士課程　医科学コース 5 － 10

　　修士課程　看護学コース 5 － 10 　　修士課程　看護学コース 5 － 10

看護学研究科 看護学研究科
　看護学専攻（Ｄ） 2 － 6 　看護学専攻（Ｄ） 2 － 6
　看護学専攻（Ｍ） 15 － 30 　看護学専攻（Ｍ） 15 － 30

保健科学研究科 研究科の設置（認可申請）

　保健科学専攻（Ｍ） 16 － 32

計 97 － 316 計 113 － 348

公立大学法人福島県立医科大学大学院保健科学研究科
設置認可等に関わる組織の移行表
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